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4月15日のGoogleトップページ
オイラー生誕307周年

オイラーの公式（1748）
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eは自然対数の底

（これもオイラーの発見）
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eの発見、それは複利計算から
１年後に発生する利息が元本のα倍とすると

利息は毎月発生していると考えると
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利息は毎日発生していると考えると
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利息は連続的に発生していると考えると
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ヤコブ・ベルヌーイ（1683）
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二項分布とポアソン分布

M回の試行で確率pの事象がN回起こる確率（二項分布）
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期待値（平均値）

標準偏差

ポアソン分布

サイコロの１の目が出る確率は本当
に1/6だろうか？

• サイコロを６００回振って１の目の出た回数を
数える（実際は6個のサイコロの入った容器を
100回振る）

• 各目の出る確率が等しいなら、平均で100回
1の目が出るだろう

• しかし、実際は正確に１００回、1の目が出る
訳ではない。

• どのような議論をすればサイコロの“対称性
の破れ”を検証できるのだろう？
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平均値の不確かさ

• 一回一回の測定の不確かさ（揺らぎ）がΔXのとき、
同様の測定をN回繰り返した際の平均値の不確かさ

は

XX
N

∆
∆ =

（例題）
600世帯を対象にした世論調査では、視聴率の不確かさは１%程度である。この

不確かさを１ケタ小さくしたければ、調査する世帯数を何倍にすればよいか？

第１章
位置・速度・加速度
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x-tグラフより速度と加速度を求める

0 1 2 3 4
0

2

4

6

8

10

12

 

 

x 
[m

]

t [s]

22 2
3
1 xxy +−=

ファインマン物理学I 力学 8章 運動

ファインマン著「困ります、ファインマンさん」より

（中略）

（中略）
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微分を用いた速度と加速度の定義
（直線上の運動の場合）
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加速度の比較

• 0.006 m/s2 人に感じられる最小の揺れ

• 0.7 m/s2 新幹線N700系

• 1.6 m/s2 月面の重力加速度

• 4～5 m/s2 人間（100m走のスタート時）の加速度

• 9.8 m/s2 =1G 地球上の重力加速度（平均値）

• ３～6G ローラーコースターの最高加速度

• 10G 戦闘機における加速度限界

• 46.2G 人間が耐えることのできた加速度限界

• 116000G シリウスB（白色矮星）の重力加速度

人間の最高加速度は？

http://berlin.iaaf.org/news/kind=101/newsid=53084.html
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等速円運動における加速度
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